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科   目 ソフトウェア技術 単位数 ２ 教科書・副教材等 

学科・学年 
コース 

情報通信科 ３学年 
無線通信コース 

履   修 選 択 担当教員 １人 

教科書 ソフトウェア技術 
     （実教出版） 

１ 年間の学習目標 
 コンピュータのソフトウェア技術に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ，現代社会に

おけるソフトウェア技術の意義や役割を理解させるとともに，実際に活用する能力と実践的な態度

を育てます。 
 
２ 年間指導計画 
月 大項目 単 元 到 達 目 標 評価方法 
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５ 
 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
９ 
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ソフトウェ

アの基礎 
 
 
 
オペレーテ

ィングシス

テム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ソフトウェ

アパッケー

ジの運用 
 
 
 
 
 
データベー

スの設計と

運用 

１．ソフトウェアの

重要性 
２．ソフトウェアの

分類 
 
１．オペレーティング

システムの概要 
 
２．オペレーティング

システムの機能 
 
３．言語プロセッサと

ユーティリティ 

４．代表的なオペレー

ティングシステム 
 
１．ソフトウェアパッ

ケージ 
２．アプリケーション

パッケージ 
 
 
 
１．データベースの概

念と構成 
２．関係データベース

と SQL 
 
 

・ソフトウェアの概念や目的、ソフトウェ

アの分類と位置づけを理解する。 
 
 
 
・オペレーティングシステムの目的と必要

性、変遷と主な種類などを理解する。 
 
・コンピュータの動作原理からオペレーテ

ィングシステムの基本的な機能と役割

について理解する。 
・プログラムの作成、機械語への翻訳の手

順を知り、色々なユーティリティプログ

ラムの機能について理解する。 
・MS-DOS、Windows の基本的な操作が
できるようにする。 

 
・ソフトウェアパッケージの基本的な構成

を知り、インストール及び基礎的な運用

ができる。 
・文書処理、表計算、図形処理、プレゼン

テーションのソフトウェアのインスト

ール、ソフトウェアのカスタマイズを行

い、実際に活用できるようにする。 
・データとファイルの構造、データベース

の概念と構成について理解し、データベー

スの設計と運用の基礎的な活用ができる

ようにする。 

学習観察 
 
小テスト 
 
 
 
１学期中間

考査 
 
 
小テスト 
 
 
 
 
 
１学期末考

査 
 
学習観察 
 
 
小テスト 
 
提出物 
 
２学期中間

考査 
 
 
 

 



ネットワーク

ソフトウェア

の運用 

 

 

 

情報処理シス

テムの管理 

１．ネットワークシス

テムの概要 

２．ネットワークシス

テムの機能と構成 

３．インターネット 

１．オペレーティング

システムの管理 

・ ネットワークオペレーティングシステ

ムについて、その機能や構成、役割を

実習を通して理解する。 

 

 

 

・オペレーティングシステムのインストー

ル、環境整備、セキュリティ管理、シス 

学習観察 
 
小テスト 
 
 
２学期末

考査 
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2 
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 ２．セキュリティ管理

３．運用管理 

４．障害管理 

５．ソフトウェアの権

利と保護 

テム状況の監視、障害管理の基礎的な技

術について理解し、実際に活用できるよ

うにする。 

・セキュリティ管理では、データ・ファイ

ルのバックアップ、ウィルス対策、アク

セス管理などを、障害管理では障害情報

の収集、障害対策などを、ソフトウェア

の保護では、データの保護や著作権保護

などを取り上げ、その必要性と方法につ

いて実習を通して理解する。 

学習観察 
 
小テスト 
 
 
学年末考

査 
 

 
３ 学期の評価について 
 

1. 定期考査      （関心・意欲・態度、思考・判断、技能・表現、知識・理解）６０％ 

2. 小テストの点数   （知識・理解）                     １０％ 

3. 授業に取り組む姿勢 （関心・意欲・態度、思考・判断、技能・表現、知識・理解）２０％ 

4. 課題等の提出物   （関心・意欲・態度）                  １０％ 

以上の要素を考慮し総合的に判断する。 

 
４ 評価の観点及び内容 

関心・意欲・態度 ソフトウェア技術に関する諸問題について関心をもち，その改善・向上を目指
して意欲的に取り組むとともに，創造的，実践的な態度を身に付けている。 

思考・判断 ソフトウェア技術に関する諸問題の解決を目指して広い視野から考え，基礎的

な知識と技術を活用して適切に判断し，創意工夫する能力を身に付けている。 

技能・表現 
ソフトウェアの各分野に関する基礎的な技術を身に付け，安全や環境に配慮

し，実際の仕事を合理的に計画し，適切に処理するとともに，その成果を的確

に表現する。 

知識・理解 ソフトウェアに関する基礎的な知識を身に付け，ソフトウェア技術の発展と、

現代社会におけるソフトウェア技術の意義や役割を理解している。 
 
５ 担当者からのメッセージ 
この科目ではコンピュータを運用し、活用するために必要となるオペレーティングシステムや

アプリケーションプログラムに関する基礎的な知識と技術を習得し、実際に活用する能力と態度

を育てることがねらいです。そのため、実習の時間を多く取り、実際のWindows系オペレーティ
ングシステムを使用し、各種ソフトウェアのインストール、活用、ネットワークシステムの構築

に関わる基礎的な学習をします。 
 


